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平成13年度の取組から見えてきたことを、，「○：よい点」、「▲：改善が必要な点Jとしてまと

めました。

主な実践取組項目の推移（数値は校数）
．■　■

◇　取組課題の選び方

○　教育課題や学校の専門性とつながる取

組課題や実践取組項目を設定している。

例えば

・開かれた学校づくり

・基礎学力の向上

・生徒の適性に応じた進路指導

・教員の資質の向上

・児童・生徒の個別旧標の達成

・資格取得の充実

等

▲　分掌ごとの課題を取組課題として設定

しているが、その課題と教育目標とのつ

ながりが明確にされていない

◇　めざす姿のとらえ方

○　学校教育目標やめざす姿をより具体化

した教育活動に鱒り組んだ後のあるべき

姿を明確に示している。

◇　基準の作り方

○　具体的な数値やスケジュールを用いて基準を作成している。

○　現状を1とし、あるべき姿を5とするなど評価基準の工夫が見られる。（実践例3頁参照）

▲　rほぼ」、rあまり」、rだいたい」などの抽象的な言葉を使っている。

◇　学校経営との関連

○　学校自己評価が学校経営の中に位置づけられている。（実践例5～7ページ参照）

◇　中間評価

○　中間評価を受け、評価基準や評価方法等、学校自己評価の取組そのものについても見直し

が図られた。（実践例11頁参照）

○　中間評価を複数回設定している。

▲　判断・評価したことが教育活動の見直しに生かしきれていない。

例えば

評価結果が生徒の側だけのことで終わり、教育活動の見直しにつながっていない。

◇　公表の仕方

○　ホームページを利用して、一般県民に広く公表しようとしている。（11校が計画に明記）

学校自己評価は、それ自体が目的ではなく、また学校自己評価のための独自の目標を設定し実

現していくものでもなく、あくまで学校の教育目標の実現に向け、教育活動がどこまで有効に行

われたのかを見直し、教育活動の更新を図るためのツールです。ですから、その計画や報告にお

いても、分掌ごとの取組課題をまとめるだけでなく、学校マネジメントに位置づけていくことが

大切になってきます。

次ページから掲載する実践例においては、学校自己評価をそのように学校マネジメントの中に

位置づけようとしているものや参考となりそうなシート、実践方法等について掲載しました。形

式ではなく、その奥にある考え方を参考にして、平成14年度の取組をより一層充実させてくださ

い。

※　学校自己評価についての参考資料がセンターのホームページに掲載されていますので、

ご覧下さい。（URL http：／／www．mpec．jp）



＜基準の作り方に関する実践例＞

①評価基準を作成する際に、いろいろな取組の成果を反映させ、総合的に判断できるようエ失し

て数値化している　　　　　　　　　　　　↓‘

具体的取組方策 ①職員会議で、教職員の意思統一を図る。
②家庭訪問を実施し、保護者のニーズ・希望を知る。
③児童・生徒の実態把握を行う。ノ
④家庭・医療・学校でそれぞれ僻別す標の案を作成し、個別目標を設定する。
⑤個別目標検討会を行う。
⑥個別目棟報告会を行い、全教職員の共通理解を図る。
⑦年間指導計画の作成を行う㌻・ト
⑧年間指導計画をもとに、実践を行う。
⑨年度の中間で、除護者と担任で個別目標の再検討を行う。
⑳年度末に家庭一医療・学校で、それぞれ分担した隠別目標の達成評価を行う。
⑪保落着と担任の間で達成評価を検討・協議し、決定する。
⑳全教職員で個別目標達成評価報告会を行う。

全体達成率を算出し、評価を行い、関係者に報告する。
個人ファイルへのファイリングを行う。

目標達成度 全体達成率（％）
ほぼ達成した 75〈－・・100

おおむね達成した

やや不十分である 25～50

全体達成率＝
達成された個別目標数

（％）　　　全個別目標数

③基準の設定に際して、あるべき姿になるまでの必要な期間を設定するとともに、本年度の達成

目標を設定している
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もちろん、校内・校外喫煙0件　 想であるが、家庭・地域・社会状況を

考えるとかなり国難なところまで、している。‾
しかし、’閲年度　3件という ．もあり、啓発していく取り組みは必要

である。少なくとも校内0件を目　 。

な
取組

・SH R 、L H R 、各授業、全 、学牢集会、三者懇談会、PT A 懇
歌会等での啓蒙・啓発活動。

・校内巡視 校外 温．

本年度未達成目標　　　　　　　 Ⅱ　　 あるべき姿になるまでの必要な期間　　　　　　　　　 5年



＜学校経営との関連に関する実践例＞

実朗の回回酔、すべて同じ学校で？苧鱒竺？二軍です0

回全体像

1．教育方針

自然と勤労を愛し、豊かな感性と思いやりの心を育て、夢と感動を与える教育の実現をめざす。

2．努力目標
（1）豊かな人間牲を養う。　　　　　　　t■

（2）学力の充実、向上を図る。
（3）進路指導の充実に努める。
（4）特色ある学校づくりに努める。

3．学校（教育）をとりまく社会的環境等

‡…；孟去芸窒芸蒜ド　F豊富土語遠雷監妄濃」r鷲裟晶化Jr終身雇用制度の楓
r学歴社会崩壊の兆しj「少子高齢化社会の進展j等

（3）教育改革の視点　－「自由兢争Jr市境原理」「説明責任J
r開かれた学校」噛職員の意識の変革」「組織の見直しJ「プロセスの見
直しj

4．本校のビジョン

本校は平成16年に創立首周年を迎えるウニの歴史・伝耗と農業・家庭のもつ教育機能や教育力を
生かし、主体者である生徒の満足度の向上と教職員のやりがいのある博門高校」としての教育活動
をめざす。これまで推し進めてきたr小人数教割をより一層充実させ、保護者・県民・地域住民に
説明し、支持・信頼される学校づくりに取り組む。

また地域に開かれた学校をめぎし、異校穫間の交流学習や外部教育力の導入など、地域との連携を
図るとともに、専門高校の拠点校としてリーダー的な教育活動を展開する。

5．具体的な取組み

（1）平成13年度の取組み（本年度中に成果を得ることが可能なもの）

・異校種間の交流学習や市民開放講座を充実させ、「開かれた学校づくり」をより一層推進する。
・生徒指導・教育相淡や人権教育を充実するため、研修機会を増加し中途退学者を減少させる。
・わかる授業、できる授業を確立し、生徒にとって満足度の高い授業を展開する。
・実力テスト、漢字テスト等を実施し生徒の基礎学力の走者と向上をめざす。
・各科、各コースにおいて資格取得に向けた取り組みをより一層推進する。

・本校の教育方針と内容（農業・家庭等）を示し、興味関心の高い生徒の入学確保に努める。
・学校自己評価システムを充実・確立し公表する（学校評議員、PTA役員）。

（2）平成14年度以降の取組み（ある程度の時間が必要なもの）

・農場の整備を推進する（276aの本校農場と615aの諸戸山農場を1本化し、効率化と職員の協力
体制を図る）。また1000aの演習林の活性化を図る。

・農場の整備を進め県民に開放する。

・関係機関との連携を深め本県農業の担い手、起業家の育成に繋がる教育を進める。
・関係機関との連携と教育課程をエ失し、多様な生徒のニーズに応える就職・進学指導等進路指導
体制を充実する（全コースにおけるインターンシップの導入）。

・グリーン購入の拡充とISO14001の取得をめざし、また太陽光発電施設の設置を図り環境教育
を充実させる。また、分別を徹底するなど校内美化に努める。

・生徒の自主性を育む観点から部活動加入率を向上させ、全国規模の大会出場と活躍をめぎすなど
部活動の活性化を図る。併せて施設・設備（部室、トレーニングルーム等）を充実させる。

・学習者・県民の期待に開かれた学校づくりの推進（図書館開放事業、自己評価システムの改善・
授業公開の拡充、シラ′くスの発刊等）。

6．課額

（1）特色ある学校づくり、開かれた学校づくりのための学校運営組織のあり方と見直し。

（2）県の進める学校再編活性化計画と本校の「農業」「家軌の学科の在り方と教育内容の見直し。
（3）学校週5日制に伴う教育内容と学校行事等の在り方と見直し。
（4）r′ト人数教育Jのより一層の推進のため、在り方の見直しと教職員の職務上の負秒乱
（5）総合的な学習の時間充実のための異校種間交流の在り方、持ち方。
（6）学校創立百周年記念車美校内推進委員会の機動的な活動の推胤

回課題別評価表

課題別評価表

取組課題　　多様化社会に適応できる生徒の育成
継続課賃の更新方策案確認

めぎす姿
・授業空間を大切にする意識の高揚
・家庭や社会におけるマナーを蓑うっ
・判断力・実践力を養う。
・資格を取得させる。
・地域社会との交流

教育具体的活動
1，各クラスで勉強する雰囲気作りに取り組む。
2，教室美化・整備
3，家庭クラブ活動の充実
4，ワープロ検定、秘書検定、被服・食物検定に取

り組む

実態把握
・授業開始のチャイムが鳴っても、自分の鹿に着いて
いない、教科書を軌の上に出していない生徒も見ら
れる。

・目上の人に対する言葉の使い方ができない。又、マ
・ナ一に欠け、日常の行動においても自己中心的であ

る。
・家庭クラブ活動にクラブ員が自主的に参加していな

い。
・物質的に満たされてはいるが目的を探すことが苦手
な生徒達が多く、進学、就職に向けて将来の目標を

持ち、自分さがしをしている生徒が少ない。

・→具体的な基準←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基　　　　　　準

1 ， 各 ク ラスで勉 強 す る雰 囲‾気 作

りに取り姐 む。

5 全ての生徒が勉強に取 り組む姿勢になった。

4 はとんどの生徒が勉強に取り組む姿勢になった。

台 勉強の大切さを L H R に全員で話 し合った。

2 前向 き一に勉強す る事の意味を考えるようになった。

1 勉強 しなさい。 と注意を受けた。

2 ，教室美化 ・塵備
5 各 自が机上のまわ り、教室空間の美化に努‾め るようになった。

4 ゴミ■がおちていたら、拾って捨てるようにならた。

3 黒板、その周一りを授業終了後きれいに拭 くようになった。
日 掃除後、牧童の点検 を指示された。

d 教室の美化、整備を指示された。

3 ，家庭 クラブ活動の充実
5 全ての家庭クラブ員が活動 した。

4 ほとんどの家庭クラブ員が括軌 した。

3 約 1 ／ 2 の家庭 クラブ員が活動 した。

2 一癖の家庭クラブ員が活動した。

1 家庭クラブ委員だけが活動した。

4 ， ワープロ検定、・秘書検定、被服 ・

食物検定に蔽 り組む

5 1 0 0 ％近い生徒が検定に合格 した。

4 8 0 ％近い生徒が検定に合格 した。

3 5 0 ％近い生徒が検定に合格 した。

2 3 0 ％近い生徒が検定に合格 した。

口 3 0 ％以下の生徒が検定に合格 した。

括
軌
の
確
酪

9　月　 1 日　 現在 月　　　 日 ・現在

達成率 評価 達成率 評価

1 ，各 クラスで勉強する雰囲

気作りに取 り組む。

授業、各検定に対 し

て勉強できた
8 0 ％ 4

2 ，教室美化 ・整備 掃除 を真 面 目に行

うことができた。
8 0 ％ 4

3 ，家庭 クラブ活動の充実 ブ ロシ■ェ州発表に対

して意 欲的に取 り

組めた。

9 0 ％ 4

4 ，ワープロ検定、秘書検定

被服 ・食物検定に取り組む

各検定 に合格する

ことができた。
8 5 ％ 4
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No．1平成13年度　　　　学校マネジメント構想シート

4．特色ある学校づくりに努める3．進路指導の充実に努める1．豊かな人間性を養う　　2．学力の充実、向上を図る学校教育巨標

取 組 裸題 め ざす 姿 留意 点 担
当

：教 育活 動項 目 ヰ 間 評価 年度 来 評価
次 年 度へ の課 撼 取組 株鱒 評価

評 価 指標 達成 基 準 1 学 期末 2 学 期末
評
価

活 動 の確 認

基 礎 学 力

の向 上

基 礎 学 力 を

向 上 さ せ 、

自 学 自 習 の

習 慣 を 身 に

つ け る。将来
に ・わ た っ

て 、 自 ら 学

び 続 け る こ

とが 出 来 る

力 を身 に 付

けて い る 状

態 を 目 指

す 。 ．

本 校 に 入 学

し て く る 生

徒 は 、 学 力

教

務

部

漢 字 テ ス トの

表 彰 者 を 増 や

す。

5 70 以 上

4 60 以 上

9 月 2 0 日現在

6 回 実 施

‾4

Y

年 1 ■3 回 実 施

6 8 名 の表 彰者

・ヽ ■→

目標 値 の見 直 しを

図 り、基 礎 学力 の よ

り定 着 を 目指 し た

前 年 よ り表 彰 者

（年 間 平 均 9 点

以上 、欠席 3 回禾

善 が 大 き

く 、 学 力 の

高 い 生 徒 が

い る反 面 、基
礎 学 力 が 充

分 で な い≠生

徒 も多 い。そ

の よ う・な 生

徒 は 、 学 習

習 慣 が 付 い

て お らず 自

分 な りの 学

習 方 法 も 身

に つ い て い

な い よ う に

思 われ る

（平均 ．9．0 以

上 ・欠席 3 回兼

滴 ）．

3 ．50 以 上

2 35 以 上

1 35 未 満

該 当者 1 1 1 名

達 成 率 5

い 満）が 1 5 名増 加

した。

生 徒 が 目

標 を設 定

し、種 々

の実 習 体

験 ・経 験

か ら知 瓢

技能 を 身

に付 け 、
実社 会観

を持 っ た
社会 人 に

成長 す

る 。

① 農業 ク

ラブ 活の 活

性 隼

② 地 域 との
連 携 の強 化

③ 環境 教

育の 充実

農 業 ク ラ ブ ．

行 事 は あ る ：

が 、金魚 が積 ：

極 的 に 参 加 …

して い ない

発 表 会 が － i
部 の 生 徒 だ 喜

け で 行 わ れ ；

て い る

地 域 連 携 は ！

な さ れ て い …

る が 漠 然 と 至

した も ので ≡

農

業

都

ク ラ ブ 鼻 全 長

が 横 棒 的 に 参
加 で き る 行 事

を行 う

5 全 長 が

積 極 的 に

参 加 し て

い る。

4 殆 ど の
生 徒 が 横

極 的 に 参
加 し て い

る。

3 半 数 の
生 徒 が 横

極 的 に 参

加 し て い

る

‾行事 に 向 けて

進行 中

達成 率 ＿ 3
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画　pDCAサイクル確認表

（∋　pDCAサイクル確認表A

取組課糎 担当名
行事の見直 しによる授業時間の確供

責任者

計

画

継続課題の更新方策秦確認

実態把握

■ 課題に関連■した実態把握を行った

ロ　 更新方策寮ゐ確認 を行った

課薯の設定　 －　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 hノ

■　 同課額で取 り組む　 □　 課題を修正 して痕 り組む

口　 新たな課題で取り組む ■ 次の人たちから意見 を開いた

ロ 児童生徒 口 痍譲者

ロ 地域の人 口 学校評議員
めざす姿の設定

■　 実態把捉を基に、つけたい力や態度等、具体的に t　 教職員
∴設定した

具体的教育活動設定　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・・「
□　 めざす姿を達成するための教育活動を設定 した

評価のための具体的な基準作成　　　　　　　　　　 ト

ロ　 各具体的教育活動 に対す る数値 目標を設定 した

ロ　 評価のための基準 を作成 した

■　 教育活動及び評 価の計画を次の人たちに発信 した

■ 児童生徒　　 暮保護者 ・□　 地域の人

ロ 学校評議員　 ■ 教糀員

実

実践 中 ■　 評価基準に従って活動を確認した
■　 計画どおり実践 を行った 間 ■　 次の人たちから意見を聞いた
口　 許画どおり実践を行えなかった 評 ■ 児童生徒　　 ■ 保護者　 口　 地域の人
ロ　 情報発信のために実践記録や資料等 価 □ 学校評議員　 ■ 教職員

行
を倶存 した

修

正

■ 修正は不必要

口 数育活動を修正 した □ 基準を修正した

評

価

評価の実施 ・

□ ■括・動状況を確認 した　　 口　 達成度を確認 した

■　 次の人たちか ら意 見を開いた

ロ　 児童生徒　　 ■ 保護者　 口　 地域の人
ロ　 学校評読員　 ■ 教戒員

評価結果の検討

■　 めざす姿や基準の妥当性を判断 した　 口　 数育活動の妥当性 を判断 した

■　 次の人たちに評価の結果を発情 した

□ 児童生徒　　 口 保護者　 口　 地域の人

口 学校評議員　 ■ 教職員

更

めざす姿や基準の見直 し

□　 修正する必要はない　　 ■　 修正す る必要がある

教育活 動の見直 し
■　 良かった点 とその根拠を明らかにした　 ■　 悪かった点 とその根拠を明 らかにした

更新方策案の決定

新

□　 更新の方向性を検討 し、まとめた　 □　 教育活動の具体的な更新方策を検討 し、まとめた

口　 学校 としての体制や教育環境の再設計を検討 し、 まとめた

■　 次回 も同課居で取 り組む必要がある ＿　 □　 次回は同課題で取 り組む必要はない

回課題別評価表

（診　課題別評価表

取 組課 題　行 事 の見 直 しに よ る授 業時 間 の確 保 担 当者

責任 者

■　継 続課 題 の更新 方 策案 確 認 実態 把 握

新規 設 定 週 6 日制 の時 代 の ま ま行 事 を して

い る現 状 が ある 。 完 全週 休 2 日制 に
伴 う授 業時 間の 減 少 に よ り学 力 低 下 ・

が 心配 きれ てい る。 生 徒 の尊 力 保 障

の面 か らも行 事 の 見 直 しが求 め られ

めざす 姿 、

授業 時間 と学校 行 事の バ ラ ンス の よい 学校 運 営

具 体的 教育 活動

行事 の精 選 て い る。

具 体的 教育 活動 項 目 教 職 員 に よる グルー プ研 修 を実施 す る。 又生 徒 、保 護者 か ら意 見 を聴 取 す る。

この こ とに よ り残す ペ き行 事 と改 善 す る こ とに よ り実現 で き る行 事 の確 認 をす る。

活 動 の ・全 職員 の 意思 統 一。

留 意点 残 すべ き行 事 と改善 す る こ とに よ り実現 で き る行事 の確 認

達
成
基
準

5 平 成 1 4 年度 よ り実 施 す る。

4 全 職員 で 再度 検 討 し、 生徒 、 保護 者等 に 知 らせ る。

3 グルー プ 代表 に よ る検討 会 を持 ち教 務都 が ま とめ提 案 し意 見 を 開 く。

2 教 職員 に よ る グルー プ研 修 を一実施 す る。 又 生徒 、 隈逢 着か ら意 見 を聴 取す る。

1 全 職員 が 行事 見 直 しの検 討 の 意識 を持 つ 。

具体 的教 育 活動 項 目 9　 月　 末 現 在

活 動 の 職 員 の グル ープ 研修 1 0 名 程度 の ′トグル ー プ ご とに行 事 の再 確 認 を し、 多 くの 意 見 を頂 戴 した。 この

確 認 意 見 を集 約 して 、次 回 も′トグル ー プ で さ らに 必要 な行 事 を 精 選 し、か つ 適正 時 間

を も考 慮 した 学校 行 事 をめ ざ し、 開 かれ た 学校 に して い く。

評 価

全職 員が 行 事に つい て の意 識 改革 を 深 め る為 グルー プ 研修 を し、本 校 と して 継続 す る べ き ものの 内 容 が検 討 で き た。

本校 の さま ざま な こ とを考 え る と 「各行 事 の数 を減 少 させ るよ りは 時 間 の短 縮 の方 向 で考 え る」 との 方向 づ け が で き

た。

＜教育活動・基準の修正＞

月／日 具体的教育活動項 目 教育活動の修正 基準の修正

具体 的 教 育活 動項 目 達 成度 活動 の 実施 状 況 次年 度 へ の 裸題

活 動 の 職員 の グ／レープ 研 修

4

学期 末 の 除護 者 会や 地 区 懇談 会 日常 的 な行 事 で の時

確認 保護 者 （P T A 役 員 P T A 役 員 会 及 び P T A 広 報委 員 会 等 で の懇 間 の 使 い 方の 改 善 を

との 懇談 ） 談 と意 見 交換 計 り、 授 業 時 間 の確

保 に 努 め る。

総 合 学校 行 事を しっか りさせ る こ とは授 業 に も よい影 響 を与 え る。ま た社 会 規範 や 道徳 心 を持 ち、社 会 人 と して立 派 な行

評 価 動や 態 度を 身 に付 け させ る こ とが 本校 の め ざ して い る もの であ るム本 校 の行 事 が静 粛 に混 乱 な く出 来 る こ とは 、学年

団お よび全 峨員 が集 団 行 動 を重 視 す る姿 勢が功 を奏 して い る と考 え られ る。 この こ とか ら 、体 育粂 等 の 主 要 な行 事 は

継続 す べき ものむ しろ増 や して も よい の では ない か と考 え る。次 年度 の 課題 に 上 げた 、時間 の使 い方 の改 善 が 本 校 に

とって の課 題 と位 置 付 け改 善 を計 って い きた い。



＜中間評価に関する実践例＞

中間結果を受け、教育活動の取組の成果をより的確に判断するため、評価基準の見直しを行って

＼る

‾＼
竿 轡 rモーニングクラブJ（遅刻指導）の実施・遅刻 1 0 回で入会　 ・達彦 11 ‖引間生徒指導室入朝のあいさつ

・昼休みの奉仕作業　 ‘保護者へ連絡、意見交換 ‾■
・遅刻 ほ 何で再入会二生徒指導部長訓戒 （保護者召喚）

取 り組みの　 過 ‾4 月 ：rモーニングクラブJ の取り組みについて、保護者に意義を説明 し協力を依

－． 頼　　 集会やH R で生硬への取 り組みの意義を説明 ■
6・月 ：学校 自己評価の達成基毎について検討

8 月 ：「学期末の結果集計 ■
9 月 ：一挙期末の結果 を元に二学期の取り組みについて検討

・1 月 ：中開評価
生徒等の変化 吉宗 芸‡…芸芸法 皇苦 芝芸賢 遺 賢漂 霊 宝諾 ㌔ 荒 業 驚 、遅刻攣

中間評価 一挙期末　 在　 遅刻総領　 7 8 サ各 ．．亡（1人約 0 ． 7 9 回）
（前年度二学期末 1人約 0 ．9 7 回）

・一・1一一一一人■■　　　　 ー／／ノ′ノ’．／」′ヽフ耳′
りやや減少 している状況だぁも

讐 弾 窄 豆 ■墓芸芸忘…妄言≡言言‡…£慧差違諸 星写言、再度、集会や 苧H R な誓 撃 竪

評価基準の修正 ％による達成基準 より、遅刻者総数のほうが現状を把握 しやすい と考え、次のよ うに
達成基準の設定を修正す る
5　 遅刻者総数が 2000 人未満 、かつ遅刻常習考 （遅刻回数 10 固以上）が 30 人木澤
‾4　 遅刻者総数が 2亭00 人未満 、かつ遅刻常習者 （遅刻回数 10 回以上）が－＿亜 人未満‾■
3　 遅刻者総数が 細00 人未満、かつ遅刻常習者 （遅刻回数 10 回以上）が御 人未演
2　 遅刻者総数が 3500 人未済、かつ遅刻常習者 （遅刻回数 10 回以上）が 7亭入寮襲

1　 遅刻者総数が 3500 人未満 、かつ遅刻常習者 （遅刻画数 10 回以上）が 75 人以上
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平成壬4年の取組を開始するにあたり、次の観点に留意して計画を立ててください。

◇　学校経営との関連

口　学校としての共通理解が図られているか。

口　学校全体としての組織的な取組となっているか。

口　評価結果を学校経営につなげようとする掠れや仕組みができているか。

◇　管理職の責任

口　校長としてのビジョンが明確になっているか。

□　評価に対する危機的な意識を払拭できているか。

◇　教育活動との関連

□　1つの取組課題に対して、自分たちの分掌との関連を考え取り組もうとしているか。

例えば「遅刻防止・時間厳守」を実現させていくために、生徒指導部の取組だけではなく、教務部では

「わかりやすい授業」を目指して研究授業に取り組み、進路指導部では「進路意識の確立Jを目指して

資格取得に取り組むなど。

◇　取組課題の選び方

口　教育目標と取組課題との関連性は明確カ㌔

教育目標を課題に、そして課題を活動へとブレイクダウンして評価が可能な形で柵課題‾を設定する。

（詳細については、『学校自己評価の具体的手法』の2・3ページを参照）

□　取組課題が焦点化されているか。

ロ　めざす姿は具体的になっているか。

◇　めざす姿の達成度を判断するためのエ夫

ロ‾具体的で分かりやすいものになっているか。

◇　基準の作り方

口　達成基準が明確なものになっているかふ

◇　学校自己評価のとらえ方

□　評価結果を実態把握や具体的教育活動の更新につなげようとしているか。

◇　中間評価

□　わbcAサイクルによる自己評価が、適宜実施されるようになっているか。

◇　公表の仕方

口　生徒や保護者、地域の人たちの理解と協力を得るため、積極的に公表しているか。

ロ　計画や教育活動を公表しているか。

ロ　ホームページなどを活用し、より広く意見を求めているか。
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